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アカモンドクガ雌における培養した踊麹の内部構造と血球細胞の役割

(昆虫網:鱗題目・ドクガ科)
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鱗麹目昆虫における麹の退化現象はドクガ科、シャクガ科、ミノガ科など多くの科で知られている。これらの

多くは性的二型を示し、多くの場合、雌に起こる O このように退化した麹の発生学的研究はドクガ科の一種

Orgyia leucostigma (Nardi et al.， 1991)、フユシャクガ類の一種、フチグロトゲエダシャク A加siodes1ψωrzus 
(Niitsu， 2001)、ミノガ科の一種、オオミノガEumetavariegata (Niitsu， 2003) などで知られている。今後、麹の

退化についていくつかの発生パターンが明らかにされることにより、麹の退化現象がどのような環境条件と関連

して生じたかを知る上で重要な情報が提供されるものと思われる O

今回、研究材料として用いたアカモンドクガOrgyiarecensの雌成虫は麹をもたない。しかしながら踊期におい

ては雌にも雄と伺様の麹原基が認められる。このことから麹の雌雄差は蜘期に生じることが推察された。しかし

ながら雌で麹が退化する発生プロセス、さらにはその生理学的メカニズムについても詳しいことはまったくわ

かっていない。

われわれはアカモンドクガの麹退縮は踊期におけるホルモン応答性が雌雄で異なるために起こるのではないか

という仮説をたて、培養実験を行った。さらに雌雄における踊麹の内部構造について培養した組織の切片を作成

し観察を行った。結果は以下の通りである。

踊化直後の雌の麹を20ーヒドロキシエクジソン (20E)を1μglml含む溶液中で、培養すると、培養2日後に 5分

のl程度の大きさに退縮した。この結果から 20Eが引き金となってプログラム細胞死を引き起こしたといえた。

培養した麹を光学顕微鏡により観察したところ、 24時間後の雌の麹では穎粒細胞、プラズマ細胞といった血球が

麹の内腔に少数観察された。さらに38.5時間後にはこれらの血球は食細胞に分化し、麹膜上皮を広範囲にわたっ

て貧食しているのが観察された。一方、雄の培養した麹 (38.5時間後)ではアポリシス(クチクラから真皮の剥

離)は起こったものの、鱗片形成は観察されず¥また食細胞による貧食は境界線溝 (BL)以外では観察されな

かった。これらの結果から、雌特異的な麹の細胞死には、ホルモンを添加した単純な培養条件下においても麹退

縮には食細胞の存在が必要不可欠であることが明らかとなった。また、組織観察において雌の麹の退化プロセス

には、踊麹の BLの外側と、全体的な退縮の2パターンの細胞死を起こすことが明らかとなった。

今回はi月vitroのみの観察の報告にとどまったが、今後はznvz仰における踊麹の観察を雌雄で比較して組織形

態学的観察を行う予定である。特にアカモンドクガ雌の場合、 48時間という非常に短期間で麹の退縮が起こり麹

膜の細胞死と鱗粉形成が同時進行するので、この点に注目して雌雄の比較観察を行い考察していきたい。

， Abstract of paper read at the 39th Annual Meeting of Arthropodan Ernbryological Society of Japan， May 30ー31，2003 CItako， Ibaraki). 
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